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予算って何のこと？ 

皆さんのご家庭では、給与やアルバイトなどでいくらもらえるか、また食費や教育費、電気代などがどれくらいかかるかな

どを計算しながら、家計をやりくりしていることと思います。また、お子さんであれば、おこづかいやお年玉の使い方を、いろ

いろと考えるでしょう。 

国や地方自治体も同じように、１年間の収入と支出を計算して、どのような仕事にいくらお金を使うかを決めています。 

この入ってくるお金（歳入）と出ていくお金（歳出）の計画を『予算』といいます。 

『予算』を見ると、鹿児島市の家計事情や仕事の中身が分かる仕組みになっています。市民の皆さんに鹿児島市の予算

を知っていただくことは、市民の皆さんが主人公であるまちづくりの出発点です。 

 

予算はどうやって決めるの？ 

福祉、教育、ごみ処理、道路整備など、市役所がやらなければならない仕事はたくさんありますが、皆さんによりよい生

活を送っていただくために何をしたら良いか、市役所の各部署で検討し、市民の皆さんの意見や要望をできる限り反映させ

て予算の素案を作成します。 

１年間に使えるお金には限りがある中で、市長が総合的な判断を加え、予算案をまとめて市議会に提案します。市民を

代表する市議会は予算案をいろいろな面から審議し、議決により予算を決めます。 

 

令和７年度の鹿児島市当初予算総額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計とは？ 

 特定の収入（国民健康保険税、介護保険料など）がある事業に

ついては、お金の出し入れを分かりやすくするために、お財布を

分けて管理する必要があります。このお財布のことを「会計」とい

います。大きく分けて３つの会計があります。 

 
 

市の会計の基本であり、福

祉、医療、教育や道路・公園の整

備など基本的な行政サービスを

行う会計です。 

主な収入は、市税や国・県支

出金などです。（２ページ参照） 

一般会計  

特定目的のための会計で、国民

健康保険税や介護保険料など特定

収入があり、一般会計から切り離し

て、その収入・支出を管理します。 

市には８つの特別会計がありま

す。 

特別会計  

地方公営企業（市立病院、交

通局、水道局、船舶局）の会計で

す。 

市には６つの企業会計があ

り、民間企業と同じように、事業

で収益をあげて運営しています。 

企業会計 

 

土地区画整理事業清算            国民健康保険事業 

中央卸売市場                  介護保険 

地域下水道事業               後期高齢者医療 

桜島観光施設           母子父子寡婦福祉資金貸付事業 

鹿児島市の特別会計  

病院事業  工業用水道事業 

交通事業  公共下水道事業 

水道事業    船舶事業 

鹿児島市の企業会計 
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当初予算総額の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計当初予算額の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年度との比較

2,953億 5,600万円 4.5％増

1,355億 800万円 0.2％減

土地区画整理事業清算特別会計 20万円 0.0%

中央卸売市場特別会計 11億 6,800万円 5.2％増

地域下水道事業特別会計 1億 620万円 16.1％減

桜島観光施設特別会計 1億 3,120万円 14.0％増

国民健康保険事業特別会計 640億 2,810万円 3.0％減

介護保険特別会計 589億 8,920万円 2.8％増

後期高齢者医療特別会計 109億 5,720万円 1.5％増

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 1億 2,790万円 48.3％減

833億 8,100万円 6.4％増

病院事業特別会計 328億 3,200万円 6.2％増

交通事業特別会計 63億 3,000万円 12.9％増

水道事業特別会計 203億 1,630万円 6.3％増

工業用水道事業特別会計 1,830万円 108.0％増

公共下水道事業特別会計 203億 9,940万円 5.7％増

船舶事業特別会計 34億 8,500万円 2.2％増

5,142億 4,500万円 3.5％増合計

予算額

企業会計

会計名

一般会計

特別会計

歳出のポイント 

 歳出で最も多いのは、子育て支援や高齢者の医療などに使われる

民生費の約１，６０３億円で、一般会計当初予算全体に占める割合は

約５４％、次に多いのは、市債の返済に使われる公債費の約２８５億円

で、約１０％となっています。 

 社会保障関係経費など多額の費用が見込まれ、財政状況は厳しさを増

していますが、「市民のための市政」の実現に向けて、「時代に、未来に、

“選ばれるまち”の実現に積極果敢に挑戦する予算」となっています。 

歳入のポイント 

 歳入で最も多いのは市税で、定額減税

の影響が減少したことや給与所得の増によ

る個人市民税の増などで、昨年度に比べ約

４２億円の増額になり、過去最高額となりま

した。 

 国庫支出金は、児童手当に係る事業費の

増などにより約１０７億円の増額になってい

ます。 
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財政メモ① 一般会計当初予算額と人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ② 市民 1 人当たりの予算の使い道は？ 

一般会計当初予算額２，９５４億円の使い道を市民１人当たりに換算してみました。 

市民１人当たり約５０万円の使い道 ※人口 59 万 1,263 人で計算（令和７年 1 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

財政メモ③ 市税の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇子育て支援や高齢者の 

医療など福祉の充実に 

約 27 万 1 千円 

〇市債の返済に 

約 4 万 8 千円 

〇道路や公園整備、 

区画整理などに 

約 3 万 4 千円 

〇教育の振興に 

約 3 万 3 千円 

〇市の運営などに 

約 4 万 4 千円 

〇環境や衛生の向上に 

約 2 万 9 千円 

〇商業・観光・農林水産業 

の振興に 

約 2 万１千円 

〇消防・救急に 

約 1 万 1 千円 

〇市電・市バスや船舶 

の維持に 

約 9 千円 

市税には主に市民税や固定資産

税、都市計画税などがあります。 

 皆さんに納めていただいた市税は

歳入の約３１％を占めており、本市

のまちづくりを行うための最も重要

な財源となっています。 

 市税は必要な行政サービスに大

切に使われています。 

   ※５年度までは決算額、６年度以降は当初予算額 

過去最高！ 

 ７年度は、目下の最重要課

題である物価高騰対策ととも

に、持続可能で豊かな鹿児島

市を次の世代に引き継ぐた

め、先を見据えた、「選ばれる

まち」の実現に積極果敢に挑

戦する予算としました。 

市民１人当たり約１６万円です。 

（定額減税の影響が減少したことや

給与所得の増による個人市民税の増

などで、昨年度に比べ約４２億円の増

額になり、過去最高額となりました。） 
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財政メモ④ 市債残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ⑤ 基金残高の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政メモ⑥ プライマリーバランス（基礎的財政収支）の推移 

 

 

 (1) グラフの右部分は、実質的な地方交付税である臨時財政対策債です。 
 (2) 左部分は、臨時財政対策債を除いた残高です。 
 (3) ４年度までは同意ベースの決算額、５年度は決算見込額、６年度以降は 

当初予算時の見込額です。 

 

(1) グラフの左部分は財政調整基金、中央部分は建設事業基金、右部分は市債管理基金の残高です。 
(2) ５年度までは決算額、６年度以降は当初予算時の見込額です。 

各年度の当初予算時のプライマリーバランスです。 
(実質的な地方交付税である臨時財政対策債は、借金・返済から除いています。） 

 

本来は交付税として国からもらえるお金を

国の財政上の都合で市が借り入れている

ものです。返済は全て国の負担です。 

貯金は大事に 

使わないと・・・ 

どうして借金しなければならないの？ 

 市債は借金なので無いに越したこと
はありませんが、公園や道路、学校な
ど公共施設の整備に必要なお金を１
年間の予算でまかなってしまうと、そ
の年は他の仕事ができなくなってしま
います。 
 公共施設は長い間、たくさんの人が
利用するもので、将来の市民の皆さん
にも公平に費用を負担していただくた
めに、市債を発行しています。 
ただし、将来の返済額が多くなりす

ぎないよう計画的な市債の発行に努
めています。また、返済時に国から交
付税が配分される市債を優先するな
ど、本市の負担を減らすことができる
よう努めています。 

基金って何だろう？ 

 本市には、土地や建物、物品、債

券などの財産のほかに、一般家庭の

貯金に相当するさまざまな「基金」が

あります。 

 市の貯金である基金のうち、財政

調整基金、建設事業基金、市債管理

基金の３基金については、必要に応

じて積立てや取崩しを行いながら、

健全な財政運営の維持に努めてい

ます。 

 約１．６億円の赤字です 

 プライマリーバランスって何だろう？ 
 借金（市債）を除いた歳入と返済

（元金）を除いた歳出を比較したもの

で、歳入のほうが多ければ黒字とな

り、財政が健全であることを示しま

す。 

 ７年度は、物価高騰の影響等によ

る厳しい財政状況の中、可能な限り

の公共事業の確保に努めた結果、

赤字になりました。 

市民１人当たり 

約２７万円 
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令和７年度の主な事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
時代に、未来に、“選ばれるまち”の実現に 

                 積極果敢に挑戦する予算 

  

  

  

１ 信頼とやさしさのある 共創のまち 

■地域社会を支える協働・連携の推進 

〇町内会デジタル活用促進補助金（４９８万円） 

〇町内会活動活性化補助金（４，４９３万５千円） 

〇さくらじま地域おこし協力隊活動事業 

（９９２万３千円） 

〇地域の魅力・活力共創事業（２，６２４万８千円） 

■自主的・自立的な行財政運営の推進 

〇行かない市役所促進新電子申請システム 

導入事業(４６１万４千円) 

〇ノーコードツール活用推進事業 

（３６９万６千円） 

〇教育・保育関係手続きオンライン化促進事業（７５９万７千円） 

■多角的な連携・交流の推進 

〇姉妹友好都市等との交流事業 

（５，５０２万６千円） 

〇青少年の翼事業（２，３６９万４千円） 

■シティプロモーションの推進 

〇鹿児島ファン拡大プロモーション事業(８５０万円) 

〇ふるさと納税推進事業（１３億５，０８９万４千円） 

〇かごしま移住支援・プロモーション事業（１，０２８万１千円） 

■誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成 

〇かごしまのアンコンシャス・バイアス見える化事業(４８６万円) 

〇女性活躍推進事業（１９２万５千円） 

〇平和都市宣言３５周年・戦後８０年記念事業（４１５万８千円） 

２ 自然と都市が調和した うるおいのあるまち 

■ゼロカーボンシティかごしまの推進 

〇ゼロカーボン推進支援事業 

（６，０６２万１千円） 

〇庁舎等省エネルギー推進ＬＥＤ照明化 

事業（１０億５，２５３万９千円） 

〇ゼロカーボンガス導入事業（ゼロ予算） 

■循環型社会の構築 

〇食品ロス削減マッチングサービス運用事業(１１３万９千円) 

〇資源化推進事業（１億１，６４８万８千円） 

〇リデュース・リユース・リサイクル（３Ｒ）推進 

事業（１，５５７万１千円） 

■人と自然が共生する都市環境の構築 

〇甲突川千本桜再生プロジェクト事業 

（１，３５０万４千円） 

〇花と緑のハーモニー事業 

（９，１７２万円） 

〇武岡公園整備事業 

（１億６，３５８万７千円） 

■生活環境の向上 

〇動物愛護管理推進事業(８，７０１万４千円) 

〇斎場施設整備事業（８，９９４万２千円） 

〇犬猫等の飼養者啓発事業（４７６万４千円） 
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３ 魅力にあふれ人が集う 活力あるまち 

■地域特性を生かした観光・交流の推進 

〇維新ふるさと館リニューアル検討事業（１，３５０万円） 

〇かごしま水族館施設整備事業（２億６，１８４万３千円） 

〇平川動物公園施設改修事業（８，３０８万１千円） 

〇平川動物公園遊園地・錦江湾公園 

リニューアル事業（１，８２０万円） 

〇磯ビーチハウス利活用検討事業（１億８，６１６万７千円） 

■スポーツ交流・振興の推進 

〇オリンピック教室等開催事業(１４０万円) 

〇スケートボード等専用施設整備検討事業（３，９２８万７千円） 

〇鹿児島アリーナリニューアル検討整備事業（４，３３１万１千円） 

■地域産業の活性化 

〇オープンイノベーション創出支援事業 

（８８２万６千円） 

〇地域課題解決ビジネス支援事業補助金（３，４５０万円） 

〇カゴシマシティコレクション販路拡大事業（１，０１５万５千円） 

■中心市街地の活性化 

〇中心市街地にぎわい創出支援事業 

(１，３００万円) 

■農林水産業の振興 

〇有機農業支援事業(１０２万円) 

〇農福連携支援事業補助金（１００万円） 

４ 自分らしく健やかに暮らせる 安心安全なまち 

■高齢化対策の推進 

〇認知症オレンジシティ推進事業（４７万５千円） 

〇チームオレンジ設置運営支援事業 

（１，２６６万８千円） 

〇ＩＣＴを活用した介護認定進捗確認システム 

導入事業（２１万８千円） 

〇後期高齢者医療事務効率化ＤＸ推進事業（１３０万５千円） 

■地域共生社会の実現 

〇地域福祉館バリアフリー推進事業(６３６万６千円) 

〇重層的支援体制整備事業（４，１６６万４千円） 

■健康・医療の充実 

〇ＩＣＴを活用した特定感染症検査予約システム導入事業 

（７４万２千円） 

〇定期予防接種事業（２５億９，６５３万９千円） 

■生活の安全性の向上 

〇犯罪被害者等支援事業(８０万円) 

〇食肉衛生管理デジタル化事業(６５万円) 

■命を守る危機管理・防災力の向上 

〇桜島火山防災研究事業(１，９９７万４千円) 

〇緊急消防援助隊活動拠点施設整備事業（１，６５２万９千円） 

５ 豊かな個性を育み未来を拓く 誇りあるまち 

■少子化対策・子育て支援の推進 

〇民間保育士等処遇改善補助金（８億２７０万９千円） 

〇潜在保育士雇上強化補助金（１，６２７万円） 

〇児童福祉施設整備費等補助金 

（７億３，２１３万５千円） 

〇１歳児受入促進補助金（５，４６４万８千円） 

〇保育士等奨学金返済補助金（７，３５８万４千円） 

〇こどもの未来応援イベント開催事業（７２０万７千円） 

〇こどもまんなか応援サポーター事業（１３８万６千円） 

〇桜島地域幼保一元化推進事業（６２４万９千円） 

〇放課後児童健全育成事業（１６億２７２万８千円） 

■子どもの健やかな成長への支援 

〇児童相談所設置事業（７億５，００１万４千円） 

〇児童相談所人材育成事業（２４５万８千円） 

〇子どもたちと鹿児島市を語る会開催事業（６２万７千円） 

〇こども医療費助成事業（２４億６，７７２万３千円） 

■学校教育の充実 

〇ワールドステップカフェ事業(４３万２千円) 

■生涯学習の充実 

〇生涯学習講座申込システム管理事業(２１１万２千円) 

■市民文化の創造 

〇科学館展示リニューアル事業(３億７９２万２千円) 

６ 質の高い暮らしを支える 快適なまち 

■機能性の高い都市空間の形成 

〇まちなか建替え等促進事業（３１２万円） 

〇加治屋町１番街区市街地再開発事業 

（２億８，３５５万２千円） 

〇歩いて楽しめるまちづくり推進事業 

（１，１５８万１千円） 

■暮らしやすい生活基盤の構築 

〇市営住宅再編による団地等活性化事業（１５億２，４５４万円）

〔一部⑥２月補正〕 

〇主要渋滞箇所対策事業（４，７９０万円） 

■市民活動を支える交通環境の充実 

〇地域公共交通ネットワーク再構築検討事業(２，０００万円) 

物価高騰対策 

〇物価高騰に係る学校給食費支援補助金（３億２，２４１万３千円） 

〇低所得者支援補足給付金支給事業（３０億３，５８４万９千円） 

 

〇省エネルギー家電製品購入補助事業（４，３２０万円） 

〇飼料自給率向上対策事業補助金（５４０万円） 
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～ 『かごしま市予算のすがた』の作成にあたって ～ 

 「予算」という言葉は知っているけれど、その内容については、専門的で分かりにくいという印象を持

たれている市民の皆さんも多いのではないでしょうか。「市民との協働のまちづくり」を進めていくため

には、市民の皆さんの生活に深く関わっている鹿児島市の予算を知っていただくことが大切です。 

 地方財政を取り巻く環境がますます厳しさを増す中で、「予算」のことを少しでも身近に感じていただ

くため、分かりやすい表現を心がけた「かごしま市予算のすがた」を作成しました。市民の皆さんが鹿

児島市の予算に興味を持っていただき、少しでも身近に感じていただければ幸いです。 

 

 

都市名 予 算 額

① 鹿児島市 2,953億5,600万円 約 59万人

② 川口市 2,737億2,000万円 約 61万人

③ 姫路市 2,582億      0万円 約 52万人

④ 船橋市 2,568億      0万円 約 65万人

⑤ 尼崎市 2,424億7,000万円 約 45万人

⑥ 長崎市 2,413億4,000万円 約 39万人

⑦ 宇都宮市 2,406億3,000万円 約 51万人

⑧ 松山市 2,371億6,000万円 約 50万人

⑨ 八王子市 2,359億      0万円 約 56万人

⑩ 東大阪市 2,354億8,082万円 約 48万人

⑪ 大分市 2,266億5,000万円 約 47万人

⑫ 西宮市 2,226億6,323万円 約 48万人

⑬ 豊田市 2,197億      0万円 約 41万人

⑭ 倉敷市 2,119億8,436万円 約 47万人

⑮ 豊中市 2,075億　909万円 約 41万人

人口

★鹿児島市の予算や財政に関する情報は市ホームページでご覧いただけます。 

  https://www.city.kagoshima.lg.jp/ 【トップページ】⇒【市政情報】⇒【予算・決算・財政】 

  ⇒【財政状況】からアクセスしてください。 

令和７年度 かごしま市予算のすがた 

作    成／鹿児島市財政課 

〒892-8677 鹿児島市山下町１１－１ 電話 ０９９－２１６－１１５５ 

財政メモ⑦ 鹿児島市の予算を他の中核市と比べると 

～中核市６２市のうち令和７年度一般会計当初予算規模上位１５市～ 

 


